
～中央アジア・コーカサス地域の研修生が地すべり対策を見学～

平成２６年７月 ２９日

７月２４日（木） に中央アジア・コーカサス地域のJICA研修生、研修講師他、約２０
名が芋川流域の東竹沢地区を見学し、中越大震災の被災状況や河道閉塞の対応
などについて学びました。
今回、研修に来られた方は、災害復旧対応やレスキューの専門家で、熱心に見学
し、「河道閉塞の初期対応」などの質問が多数ありました。
質問の多さと熱心さは、以降の時間スケジュールが心配になるほどで、活気あふ
れる有意義な時間を過ごすことができたと感じてます。
その後、やまこし復興交流館「おらたる」の見学を行いました。
湯沢砂防事務所では、防災意識の向上に役立つ、このような研修を今後も支援
する予定です。
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